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「町田市環境白書」は、町田市環境基本条例*第16条に基づき、環境状況および環境施策に関して取りまとめ、報告・公
表するものです。

町田市環境基本条例 第16条
市長は、毎年、環境の状況および環境施策に関
する報告書を作成し、これを公表するものとす
る

町田市では、環境基本条例に基づき、環境施策
の基本となる望ましい環境像を定め、その実現
に向けて分野ごとに目標を立て、施策を策定し
て総合的に推進するための計画として、「第3次
町田市環境マスタープラン」（2022年度～
2031年度）を2021年度に策定しました。

「町田市環境白書」は町田市の環境に関する「年
次報告書」として作成しています。町田市を取り
巻く環境の現状と合わせて、「第3次町田市環境
マスタープラン」の施策の進捗状況と目標達成
状況について点検・評価を実施した結果につい
て取りまとめています。

環境マスター
プラン
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1.1 「町田市環境白書」の目的および位置づけ

環境白書

・望ましい環境像
・５つの基本目標
・施策 ・重点プロジェクト

環境施策の実施

環境管理委員会 環境審議会

市長報告
点検・報告

・環境の概要と詳細データ
・環境施策の実施状況
・施策の進捗状況

見直し見直し

図 環境白書の位置づけ
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ゼロカーボンシティまちだ

国は、2050年までに温室効果ガス*の排出を実質ゼロにすることを2020年に宣言し、東京都においては、2050年

までに世界のCO2排出実質ゼロに貢献する「ゼロエミッション東京*」を2019年に宣言しています。

こうした国や都の動向を踏まえ、町田市も社会を構成する一員として将来的な脱炭素の達成に貢献する必要があると

考え、2022年1月にゼロカーボンシティを宣言しました。

2022年3月に策定した地球温暖化対策実行計画（区域施策編）*に基づいて取組を推進しており、2050年の脱炭素

社会実現への土台づくりを行っています。

町田市ゼロカーボンシティ宣言

2021年に開催されたCOP*26では、世界平均気温の上昇を産業革命以前から1.5℃以内に
抑えるという目標について、世界的な喫緊課題として取り組んでいくことが再確認されました。
我が国においても2050年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロとするカーボンニュートラ
ルを目指し、2030年度における温室効果ガスの削減目標を、2013年度比で46％減として
います。
町田市としても、脱炭素社会の実現に向け、町田市バイオエネルギーセンターにおける廃棄物
バイオマス発電*や、市有施設等での太陽光発電*等による再生可能エネルギー*の利用拡大と
その地産地消、また、電気自動車*（EV）、燃料電池*自動車（FCV） *の積極的な導入と非常用
電源等による多面的な活用等を推進し、温室効果ガスの削減を進めていきます。

また、脱炭素を様々な環境課題解決のための柱として捉え、市民・事業者・市それぞれが共に手
を取り合い、市内の温室効果ガス排出量を2030年までに99万8千t-CO2に削減し（2013
年度／148万9千t-CO2）、2050年までには温室効果ガスの排出実質ゼロを目指す、環境先
進都市「ゼロカーボンシティまちだ」に向けて取り組むことを宣言いたします。

町田市 ゼロカーボンシティ宣言
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